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田辺湾周辺海域の腔腸動物

硬水母目(刺胞動物門，ヒドロ虫綱)

久保田信

Faunal list of Coelenterata collected from Tanabe Bay and its vicinities. 

Order Trachymedusae (Phylum Cnidaria， Class Hydrozoa) 

SHIN KUBOTA 

硬水母目は付着性のポリプ世代をもたず，

雌雄の成熟クラゲの有性生殖により体外受精

で誕生したプラヌラ幼生が，海中で直接クラ

ゲに変態する。従って，この目のクラゲは外

洋で一生を過ごす。硬水母自のクラゲには以

下のような形態学的特徴がみられる:傘縁触

手の付け根に触手癌が形成されない;眼点を

もたない:傘縁は平滑;傘縁に糸状体を備え

ない;平衡器をもっ;口の付近に触手をもた

ない;口唇を形成する:口柄がある:口柄支

持柄をもっ場合がある(例:オオカラカサク

ラゲ;カラカサクラゲ);放射管上に生殖巣

田辺湾周辺海域の硬水母国リスト

クラゲ

を形成することが多い;求心管を形成する場

合もある(例:オオカラカサクラゲ:カラカ

サクラゲ)。

本リストでは，田辺湾周辺海域から記録さ

れた硬水母目の全種を学名のアルファベット

順に挙げた。この海域から クラゲは， 6属6

種が記録されているにすぎない。日本産のこ

の目のこれまでの記録は 12属 14種(久保田，

1998)なので，その約 1/2が田辺湾周辺海域

でみられることになる。なお，これら 6種と

も瀬戸(白浜)付近が模式産地となってはいな

し〉。

Aglaura hemistoma Peron and Lesueur， 1809 ヒメ ツリガネクラゲ

AmPhogona aρsteini (Vanhoffen， 1902) フタナリクラゲ

Geηloniaρroboscidalis (Forskal， 1775) オオカラカサクラゲ

Lirioρe tetraphylla (Chamisso and Eysenhardt， 1821) カラカサクラゲ

Petasiella asymmetrica Uchida， 1947 ポウシクラゲ

Rhopalonema velatum Gegenbaur， 1856 イチメガサクラゲ
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